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ま え が き 

 

 「ワーク・ライフ・バランス」を考える際、長時間労働は多くの労働者にとって障害とな

っている。長時間労働は、過去長い間、我が国が必ずしも成功していない重要な労働問題の

一つである。 

 労働政策研究・研修機構では、以前から長時間労働問題について調査研究を続けてきた。

その過程で、どのような労働者の「サービス残業」が長いのか、なぜ残業をするのかという

現代の労働市場における基本的な労働時間実態を明らかにしてきた。 

 労働者の多くが「業務量が多いから残業する」と指摘している。たしかに、業務量の多さ

は、労働時間を長くする重大な要因である。しかし同時に、様々な職場、様々な労働者の「業

務量」を客観的に測定し、比較検討した上で、どのような職場・労働者の業務量が多いのか

を検討することは難しい。 

 しかし業務量の測定が困難であるとしても、より多くの労働者に共通する働き方や本人の

考え方などが労働時間に影響することもわかってきている。そこで本報告書では、過去の調

査研究をさらに発展させるため、労働者個人に対する大規模アンケート調査を実施し、主に

「仕事特性」と「個人特性」が労働時間の長さに与える影響を考察した。あわせて管理職に

特有の性質を調査し、それが労働時間の長さに与える影響も考察した。また、労働者の意識

や考え方を「ワーカホリック」という観点から検討した。さらに、職場で実施されている長

時間労働対策のうちいずれが有効なのかについても検討した。 

 調査研究の結果、「仕事特性」「個人特性」「管理職特性」はいずれも労働時間の長さに影響

を与えていることがわかった。また、ノー残業デー、退勤時刻の際の終業の呼びかけ・強制

消灯、長時間労働の者やその上司への注意・助言などの対策が改めて長時間労働対策として

有効であることがわかった。 
本調査報告が今後のより良い働き方の実現に貢献することを期待したい。 
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